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臨時レポート2018年6⽉22⽇

 基準価額 9,959円
 純資産総額   196億円

 設定来 2.1%

 第1期(2017年3⽉) 100円
 第2期(2018年3⽉) 150円
 設定来 250円

 (2018年5⽉31⽇現在)

 (2018年5⽉31⽇現在)

 (2018年5⽉31⽇現在)

追加型投信／国内／株式／ 特殊型（絶対収益追求型）※課税上は株式投資信託として取扱われます。

－2周年を迎えた当ファンドの運⽤状況について－

※基準価額は信託報酬控除後のものです。※分配⾦再投資基準価額および騰落率は、信託報酬控除後の基準価額に対して、税引前分配⾦を決算⽇
に再投資した修正基準価額をもとに算出、表⽰。※騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。※上記データは過去の実績であり、将来の運⽤
成果をお約束するものではありません。※分配⾦は、10,000⼝あたりの⾦額（税引前）

マイ・ウェイ・ジャパンの
商品紹介動画はこちらから！

⽇頃より「マイ・ウェイ・ジャパン」をご愛顧賜り誠にありがとうございます。
2016年5⽉31⽇に運⽤を開始した当ファンドは、2018年5⽉31⽇で2周年を迎えました。
当レポートでは、過去1年間を中⼼に設定来の運⽤状況と今後の運⽤⽅針についてご報告いたします。

＜基準価額・純資産総額の推移 設定⽇（2016/5/31）〜2018年5⽉31⽇＞

■基準価額等の推移 ■基準価額・純資産総額

■基準価額騰落率

（年/月）
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■分配⾦推移

当ファンドの基準価額は2018年5⽉末時点で9,959円（信託報酬控除後、1万⼝当たり）となりました。
年初から（2017年12⽉末〜2018年5⽉末）の騰落率は▲1.5%と、低調なパフォーマンスとなっています。
2018年1⽉以降、⽶国の⻑期⾦利上昇による円⾼懸念の⾼まりや⽇⽶の政治リスクの⾼まりなどにより、⽅向感
の出にくい市場環境となったこと、前四半期（2017年10-12⽉期）好調に推移した銘柄が、ネガティブな決算発
表や好材料出尽くしなどを契機に低調な株価推移となったことが背景です。
ただし、2017年5⽉末〜2018年5⽉末の1年間の期間騰落率は+0.5%となっています。
これは、2017年秋にかけて、業績拡⼤期待の⾼い電気機器などの景気敏感銘柄を中⼼に組み⼊れていたことが奏
功し好調なパフォーマンスとなっていたことから、2018年以降の低調なパフォーマンスを補っているためです。
当ファンドは今後も引き続き、信託財産の安定した成⻑を⽬指した運⽤を⾏って参ります。
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※当コメントは、資料作成時点における市場環境もしくはファンドの運⽤⽅針等について、運⽤担当者（ファンドマネジャー他）の⾒⽅あるいは考え
⽅等を記載したもので当該運⽤⽅針は変更される場合があり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。また、将来の運⽤成果等を約
束するものでもありません。

“株式市場の価格変動の影響を抑制”し、収益の安定的な積み上げを⽬指す当ファンドの魅⼒

＜今後の運⽤⽅針について＞

当ファンドはわが国の株式の中から割安度、成⻑性、当社の業績予想と市場での業績予想とのかい離といった投
資尺度により銘柄を選択しています。
⾜元の景気動向をみると、⽶国ISM製造業景況感指数は中⽴⽔準を上回っており、良好な環境は継続しているもの
の、世界的な製造業の業績動向は2017年度ほどの⼒強さは期待できないと⾒ています。当ファンドでは、製品ご
との需給動向を注視するなど個別銘柄の業績動向、あるいは、昨年度は低調な株価推移となっていたものの回復
⼒のある銘柄など、銘柄固有の要因を重視した運⽤を⾏っていく予定です。
引き続き、パフォーマンスの向上のために最善を尽くしてまいりますので皆様のご理解を賜りますよう、何卒よ
ろしくお願い申し上げます。

2016年5⽉に運⽤を開始した当ファンドの分配⾦再投資基準価額は設定来、様々なマーケットの危機を乗り越え
底堅く推移し、設定来の累積リターンは+2.1％となっています。
当ファンド設定時以降のリターンの動きを他の資産と⽐較してみると、⽇本株式や世界株式の⽉間騰落率の変動幅
が⼤きい⼀⽅、当ファンドの⽉間騰落率は概ね⽇本債券と同様の変動幅であったことが分かります。
また、累積リターンの⽐較では、⽇本債券がマイナスリターンとなる中、当ファンドのリターンはプラスとなりま
した。
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【⽉間騰落率の最⼤値・最⼩値の⽐較】 【累積リターンの⽐較】

※⽇本株式：TOPIX(配当込）、世界株式：MSCIコクサイ・インデックス（配当込）、⽇本債券：NOMURA-BPI総合指数、
世界債券：FTSE世界国債インデックス（除く⽇本）※各インデックスは当ファンドのベンチマークではありません。
※世界株式、世界債券とも⽇本円換算ベース。※過去の実績は、将来の運⽤結果を約束するものではありません。※期間は
2016/5/31から2018/5/31

【2017年は景気敏感株、2018年はディフェンシ
ブ銘柄を意識】
•個別銘柄では2017年11⽉にかけて、旺盛な半導体
需要で業績拡⼤が評価されたSUMCO、受注が旺盛
なダイフクの好業績が評価されました。

•⼀⽅、リスクオフの展開が顕著となった2018年以
降は、情報・通信業や医薬品のウェイトを引き上げ
ることで、パフォーマンスの維持に努めました。

Barraモデルによる銘柄選択効果を表⽰。業種は東証33業種を表⽰

銘柄名 業種

1 SUMCO ⾦属製品

2 ダイフク 機械

3 ファーストリテイリング ⼩売業

4 ＳＧホールディングス 陸運業

5 出光興産 ⽯油・⽯炭製品

《パフォーマンス寄与度上位5銘柄》
（2017年5⽉末〜2018年5⽉末）
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当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて主としてわが国の株式に投資するとともに、わが国の株価指数先
物取引の売建てを⾏うことにより、株式市場の変動リスクを低減し、信託財産の安定した成⻑を⽬指して運⽤を⾏
います。

＜ファンドの特⾊＞

＜ファンドの⽬的＞

※資⾦動向、市況動向等によっては、上記のような運⽤ができない場合があります。
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■当ファンドは、マザーファンドを通じて、実質的に株式など値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額
は変動します。したがって、投資家の皆様の投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損
失を被り、投資元本を割り込むことがあります。

■信託財産に⽣じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。
■投資信託は預貯⾦と異なります。
■お申込みの際には、販売会社からお渡しします「投資信託説明書（交付⽬論⾒書）」の内容を必ずご確認のうえ、

ご⾃⾝でご判断ください。
■基準価額を変動させる要因として主に、○株価変動に伴うリスク ○流動性リスク ○信⽤リスク があります。

ただし、上記はすべてのリスクを表したものではありません。
■株価変動等のリスクヘッジに関わる留意点

・当ファンドでは、株式市場の変動リスクの低減を図るために、マザーファンドを通じて株価指数先物取引
（ＴＯＰＩＸ先物）の売建等を⾏いますが、完全に株式市場の変動リスクを排除できるものではありません。

・個別銘柄においては、株式市場の変動リスクに加えて、当該銘柄固有のリスク等が存在します。このため株式市
場全体が上昇した場合であっても、ファンドの基準価額は下落することもあります。

・また株価指数先物取引（ＴＯＰＩＸ先物）等の価格が、理論価格から⼤きく乖離する場合があり、当該先物価格
が理論価格に対して⼤幅に割⾼となった場合は、ファンドの基準価額の下落要因となります。

＜投資リスク（詳しくは最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください）＞

＜ファンドの費⽤（詳しくは最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください）＞
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●信託期間 2016年5⽉31⽇〜2026年3⽉17⽇（約10年）
●購⼊単位 販売会社がそれぞれ定めた単位とします。

※お申込みの販売会社までお問い合わせください。
●購⼊価額 購⼊申込受付⽇の基準価額
●換⾦単位 販売会社がそれぞれ定めた単位とします。

※お申込みの販売会社までお問い合わせください。
●換⾦価額 換⾦申込受付⽇の基準価額
●換⾦代⾦ 換⾦申込受付⽇から起算して、原則として5営業⽇⽬からお⽀払いします。
●決算⽇ 毎年3⽉17⽇（該当⽇が休業⽇の場合は翌営業⽇）
●収益分配 年１回の決算時に分配を⾏います。

※分配対象額が少額な場合等には、委託会社の判断で分配を⾏わないことがあります。

※当ファンドのお取引に関しては、⾦融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適⽤はあり
ません。

＜お申込みメモ（詳しくは最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください）＞

○投資信託をご購⼊の際は、最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）を必ずご覧ください。
投資信託説明書（交付⽬論⾒書）は販売会社の本⽀店等にご⽤意しております。

○投資信託は、元本保証、利回り保証のいずれもありません。
○投資した資産の価値が投資元本を割り込むリスクは、投資信託をご購⼊のお客さまが負うことになります。
○投資信託は預⾦、保険契約ではありません。また、預⾦保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象では

ありません。
○銀⾏など登録⾦融機関でご購⼊いただいた投資信託は、投資者保護基⾦の対象ではありません。

＜投資信託に関する留意点＞

＜委託会社およびその他の関係法⼈＞
■委託会社（ファンドの運⽤の指図を⾏う者）

⼤和住銀投信投資顧問株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第353号
加⼊協会／⼀般社団法⼈ 投資信託協会、⼀般社団法⼈ ⽇本投資顧問業協会

■受託会社（ファンドの財産の保管及び管理を⾏う者）
三井住友信託銀⾏株式会社

■販売会社

静銀ティーエム証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第10号

七十七証券株式会社 金融商品取引業者 東北財務局長（金商）第37号

髙木証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第20号

株式会社千葉興業銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第40号

株式会社西日本シティ銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第6号

西日本シティTT証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長(金商)第75号

浜銀TT証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第1977号

株式会社北洋銀行 登録金融機関 北海道財務局長(登金)第3号

株式会社横浜銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第36号

取扱販売会社名 登録番号
日本証券業

協会

一般社団法人

日本投資顧問

業協会

一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種金融商

品取引業協会

○ ○

○

○
○

○

○

○ ○

○

○
○

（50⾳順）


